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日程第１ 議事録署名委員の指名 

これより、本日の会議に入ります。 

日程第１議事録署名委員の指名をします。本総会の議事録署名委員は１番、

２番にお願いいたします。 

  

日程第２ 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第２議案第１号農地法第３条の規定による許可申請について審

議に入ります。事務局より１番の朗読をお願いします。 

〈議案朗読〉 

本件担当の９番より申請地及び申請人の状況について説明をお願いしま

す。 

申請人は鹿山で乳牛を約 80 頭を飼育している酪農家です。申請地は 11 月

に申請があった場所の近接地で今は、牧草が刈られた後でした。 

質疑がありましたらお願いします。 

ありません。 

質疑なしと認めます。よって質疑を終結します。お諮りします。農地法第

３条第２項各号に該当しないため、許可で異議ございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。本件は許可と決しました。 

 

日程第３ 議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

日程第３議案第２号農地法第４条の規定による許可申請について審

議に入ります。事務局より１番の朗読をお願いします。 

〈議案朗読〉 

本件担当の 14 番より申請地及び申請人の状況について説明をお願いしま

す。 

申請人は夫婦で乳牛を飼育している酪農家です。申請地は智光山公園の西

側に位置します。現在、すでに牧場として利用しており、追認の案件となり

ます。 

質疑がありましたらお願いします。 

今までも牧場として使用していたのですか。 

はい、昭和 40 年代から使用していたそうです。 

現在の地目はどうなっていますか。 

現在は畑となっています。 

農地と牧場の解説をお願いします。 

農業上で利用される土地には、畑と田からなる「農地」と牧場などの「採

草放牧地」があります。農地から採草放牧地へ変更する場合は、農地転用が

必要となります。 

農地から採草放牧地に転用した場合のメリットを教えてください。 

地目や面積規模によって、課税額に変動があります。 



 議  長 

 委  員 

 議  長 

 

 委  員 

 議  長 

 

 議  長 

 事 務 局 

 議  長 

 

２番 

 

 

 

 議  長 

12 番 

 事 務 局 

 議  長 

 委  員 

 議  長 

 

 委  員 

 議  長 

 

 

 議  長 

 

 事 務 局 

 議  長 

 事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑がありましたらお願いします。 

ありません。 

質疑なしと認めます。よって質疑を終結します。お諮りします。農地法第

４条第２項各号に該当しないため、許可相当で異議ございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。本件は許可相当と決し、県知事に送付します。 

 

事務局より２番の朗読をお願いします。 

〈議案朗読〉 

本件担当の２番より申請地及び申請人の状況について説明をお願いしま

す。 

19 日に現地を確認しました。申請地は国道 407 号線の田木の交差点の近く

に位置します。申請人は、過去に 407 号線の信号付近の道路が変更したこと

により、自分が所有している畑を出入口として宅地へ進入していたとのこと

です。そのため、本件は畑を分筆して進入路として転用する案件となります。 

質疑がありましたらお願いします。 

分筆後に残る土地は畑のままですか。 

残った土地には、うどむろと堆肥置場があるため、畑で残ります。 

質疑がありましたらお願いします。 

ありません。 

質疑なしと認めます。よって質疑を終結します。お諮りします。農地法第

４条第２項各号に該当しないため、許可相当で異議ございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。本件は許可相当と決し、県知事に送付します。 

 

日程第４ 議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第４議案第３号農地法第５条の規定による許可申請について審

議に入ります。事務局より１番の朗読をお願いします。 

〈議案朗読〉 

事務局より申請地及び申請人の状況について説明をお願いします。 

当該申請は、申請地の隣地に、平成９年に申請人の夫により建築された建

物の一部が、当該申請地に出ていることが判明したため、これを解消するべ

く申請に至ったものです。 

本来であれば、農地に出ている建築物を壊して、農地へ復元しなくてはな

りませんが、当該建築物については、都市計画法に基づく開発許可を取得し

ていること、また、今後においても申請者の生活拠点として必要なものであ

ることから、追認の扱いとされております。 

なお、生活拠点とする理由ですが、現在、申請人は介護認定を受ける関係、

病院への通院及び生活補助を受けるため、息子である譲渡人の住宅に住んで

おりますが、近々、理学療法士の資格を持つ、孫と暮らす予定となっており
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ます。 

申請目的の理由などから、必要性が認められるため、許可相当と考えてお

ります。 

質疑がありましたらお願いします。 

建物が建築された年を教えてください。 

平成９年になります。 

本来は建築をする前に転用されなければならなかった案件ですか。 

過去の申請では、畑に建物が建築されない計画でしたが、畑を含めて開発

許可をとっていたため、建物も畑に建築された状態となっております。本来、

農地に建物を建築する場合は、建築前に農地転用の手続きが必要です。 

質疑がありましたらお願いします。 

ありません。 

質疑なしと認めます。よって質疑を終結します。お諮りします。農地法第

５条第２項各号に該当しないため、許可相当で異議ございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。本件は許可相当と決し、県知事に送付します。 

 

事務局より２番の朗読をお願いします。 

〈議案朗読〉 

本件担当の５番より申請地の状況について説明をお願いします。 

申請地は高麗川公民館から板仏の交差点に向かう途中を南側へ進んだ土地

になります。申請地にはタラノキ、梅が生えていました。 

事務局より申請人の状況について説明をお願いします。 

申請地付近は、もともと市街化区域であったことから、上下水道が整備さ

れている区域であります。この関係から近年では、近隣で開発による住宅建

築が進んでいる状況であり、申請地においても農地の継続ではなく、近隣状

況にあった土地活用を考え、今回の計画に至ったものであります。 

申請地の農地区分は第３種農地であり、計画内容が妥当であると判断でき

ることから、許可相当と考えております。 

質疑がありましたらお願いします。 

ありません。 

質疑なしと認めます。よって質疑を終結します。お諮りします。農地法第

５条第２項各号に該当しないため、許可相当で異議ございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。本件は許可相当と決し、県知事に送付します。 

 

事務局より３番の朗読をお願いします。 

〈議案朗読〉 

本件担当の 14 番より申請地及び申請人の状況について説明をお願いしま

す。 
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20 日に現地を確認しました。申請地は川越の清掃センターの西側になりま

す。申請地は、奥の宅地が道路に面していないため、その進入路として使用

する土地です。 

質疑がありましたらお願いします。 

ありません。 

質疑なしと認めます。よって質疑を終結します。お諮りします。農地法第

５条第２項各号に該当しないため、許可相当で異議ございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。本件は許可相当と決し、県知事に送付します。 

 

日高市農業委員会会議規則第 10 条（議事参与の制限）により、1番（推進

委員）は退席をお願いします。 

事務局より４番の朗読をお願いします。 

〈議案朗読〉 

本件担当の８番より申請地の状況について説明をお願いします。 

21 日に現地確認をしました。申請地は県道日高川越線の栗坪交差点から北

へ 100ｍ進み、２つに分かれている道を左へ進んだ土地です。現在は休耕地

でした。 

事務局より申請人の状況について説明をお願いします。 

当該申請は、農振農用地地域の除外から計画されているもので、平成 29 年

７月に除外認可を受けております。 

転用の目的については、現在、既存駐車場の駐車可能台数が 20 台程度しか

ないため、寺の役員定例会や特に法事等の行事の際には 30 台程度の駐車台数

となることで、近隣の道路上などに駐車している状況から事故等の危険性が

あるなどの理由から敷地を拡張し駐車場用地を確保するため、申請に至って

おります。 

申請地の農地区分は２種農地であり、計画目的などの理由から必要性が認

められるため、許可相当と考えます。 

質疑がありましたらお願いします。 

造成工事はしますか。 

盛土をして隣接地との境にブロックを積み、金網フェンスを設置する計画

です。 

質疑がありましたらお願いします。 

ありません。 

質疑なしと認めます。よって質疑を終結します。お諮りします。農地法第

５条第２項各号に該当しないため、許可相当で異議ございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。本件は許可相当と決し、県知事に送付します。 

１番（推進委員）の入室をお願いします。 
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１番（推進委員）  

事務局より５番の朗読をお願いします。 

〈議案朗読〉 

本件担当の６番より申請地の状況について説明をお願いします。 

申請地は太田鉄工の敷地の間にある道に接しています。現在は、高さ１ｍ

ほどの枯草が生えていました。申請地の東側は、申請人の資材置場です。 

事務局より申請人の状況について説明をお願いします。 

当該申請は、農振農用地地域の除外から計画されているもので、平成 29 年

11 月に除外認可を受けております。 

転用の目的については、既存資材置場に隣接している当該申請地を拡張す

ることで、置場内部の動線を確保し、置場全体の効率的な利用を可能とした

いことから、申請に至っております。 

申請地の農地区分は２種農地であり、計画目的などの理由から必要性が認

められるため、許可相当と考えます。 

質疑がありましたらお願いします。 

ありません。 

質疑なしと認めます。よって質疑を終結します。お諮りします。農地法第

５条第２項各号に該当しないため、許可相当で異議ございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。本件は許可相当と決し、県知事に送付します。 

 

事務局より６番の朗読をお願いします。 

〈議案朗読〉 

本件担当の３番より申請地の状況について説明をお願いします。 

申請地は県道日高川越線を川越方面に進み、圏央道をくぐった先にスガ試

験機という会社があり、その近接地になります。現在は草がきれいに刈られ

ており、大根やネギが作付されていました。 

事務局より申請人の状況について説明をお願いします。 

当該申請は、農振農用地地域の除外から計画されているもので、平成 29 年

11 月に除外認可を受けております。 

転用の目的については、現在、高萩地内に資材置場を設置しておりますが、

置場としての十分な広さがないことで、重機などの作業環境に苦慮している

ことや置場への進入路も狭く、作業効率が悪い状況を解消するため、新規に

資材置場を設置して移転したいため、今回の申請に至っております。 

なお、土地の選定については、面積を 300 ㎡程度、高萩地内で事務所から

２km 程度を基準にして検討し、周辺状況や地権者交渉等の結果から当該申請

地を選定しております。 

申請地の農地区分は２種農地であり、計画目的などの理由から必要性が認

められるため、許可相当と考えます。 

質疑がありましたらお願いします。 

申請地の北と南の隣接地の地目を教えてください。 
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両方とも宅地になります。 

質疑がありましたらお願いします。 

ありません。 

質疑なしと認めます。よって質疑を終結します。お諮りします。農地法第

５条第２項各号に該当しないため、許可相当で異議ございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。本件は許可相当と決し、県知事に送付します。 

 

事務局より７番の朗読をお願いします。 

〈議案朗読〉 

本件担当の６番より申請地の状況について説明をお願いします。 

申請地はひだかアリーナの西側に位置します。現在は、草が多少生えてい

る状態でした。 

事務局より申請人の状況について説明をお願いします。 

当該申請は、農振農用地地域の除外から計画されているもので、平成 29 年

11 月に除外認可を受けております。 

転用の目的については、現在、旭ヶ丘地内の土地を借用して資材置場を設

置しておりますが、貸主から土地の返却をしてもらいたいとの意向があった

ため、新規に資材置場を設置するため、今回の申請に至っております。 

なお、土地の選定については、本社がある高麗川地域かつ 10km 以内を基準

にして検討し、周辺状況や地権者交渉等の結果から当該申請地を選定してお

ります。 

申請地の農地区分は３種農地であり、計画目的などの理由から必要性が認

められるため、許可相当と考えます。 

質疑がありましたらお願いします。 

ありません。 

質疑なしと認めます。よって質疑を終結します。お諮りします。農地法第

５条第２項各号に該当しないため、許可相当で異議ございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。本件は許可相当と決し、県知事に送付します。 

 

事務局より８番の朗読をお願いします。 

〈議案朗読〉 

本件担当の２番より申請地及び申請人の状況について説明をお願いしま

す。 

本件は農地法４条の２番で説明した土地の国道 407 号線側の土地になりま

す。案件の説明としては、農地法４条の２番で話した内容と同じです。 

質疑がありましたらお願いします。 

ありません。 

質疑なしと認めます。よって質疑を終結します。お諮りします。農地法第
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５条第２項各号に該当しないため、許可相当で異議ございませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。本件は許可相当と決し、県知事に送付します。 

 

日程第５ 議案第４号 農用地利用集積計画（案）の決定について 

日程第５議案第４号農用地利用集積計画（案）の決定についてを議題とし

ます。事務局より１番の朗読をお願いします。 

<議案朗読〉 

本件担当の９番より申請地の状況について説明をお願いします。 

先月に申請された土地の隣接地になります。長年、耕作はされていないよ

うですが、草の管理はされていました。 

事務局より申請人の状況について説明をお願いします。 

申請人は、川越市に所在する農地所有適格法人です。経営地については、

川越市、東松山市、日高市にて農地を借り入れており、小松菜、ほうれん草、

人参などの野菜を栽培しています。 

生産した野菜については、同系列の産直グループこだわり村という会社で

経営する県内５店舗を構える「有機の里」という店舗で販売をしております。

また、所沢市内で、自然食ビュッフェレストランも経営しております。 

申請地は申請人の経営地に近接しており、農地を集積して経営拡大を目的

としているものです。 

質疑がありましたらお願いします。 

最終的に申請地付近をどれくらいの規模で集積していく予定ですか。 

５ｈａを目標としていると聞いています。 

申請地の１筆が周辺の大字名と違いますが、これは飛び地ですか。 

はい、そうだと思われます。 

質疑がありましたらお願いします。 

 ありません。 

質疑なしと認めます。よって質疑を終結します。お諮りします。原案のと

おり承認ということでよろしいでしょうか。  

異議なし。 

異議なしと認めます。本件は原案のとおり承認と決しました。（案）を消し

てください。  

  

 日程第６ 専決処分の報告について 

日程第６専決処分の報告について、質疑がありましたらお願いします。 

３条届出の案件ですが、この後の手続きの流れを教えてください。 

この後は、農地法第３条により埼玉県農林公社から認定農業者へ農地を譲

り渡す流れとなります。 

質疑がありましたらお願いします。 

ありません。 



 議  長 以上で総会を終了させていただきます。ありがとうございました。 
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